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一つの機案・歩くスキー

高橋宏敢後援会に協力を

　

・今後の行事

　

釧警会･一泊旅行案内
奢

　

か

　

っ

　

た

　

野

　

遊

　

会

腎友命々合のお知らせ・花火の販売終る●健康講座の開催・会費納入のお願い
一年間をふりかえつて

φ●

●・

｀西別岳登山に参加して・トマトと私

白壁と美術館の街･倉敷

　

９Ｐ市立２郎透析室レポート

　

１０Ｐクロスワード･パズル

　

１１ Ｐ こ亀－χ
－

　

１３Ｐ

　

会員の動向



●一つの提案泰

　　　

雪の原野を歩いてみませんか

　

？

　

冬のスポーツと言えば１ずスキーを連想す

るてしょう。そして、カラフルなスキーウェ

アの若者達、隅々まできれいｒ踏み均された

う’レンデ。リ､’トを待つ艮７ヽ列……、こんー

晦やかな冬景色をイメージするＺ違りありま

せんｃところが歓年前からゲレンデスキーの

ような完全なレジャー型とは一寸趣の違クた

歩くｘ４－がプ･-ﾑで、札幌らように数千人

の7.キーヤーが、鰻い長い列を作って野山を
ｙ
ノ
。
リ

／
・
ｓ こんな?⊃に会.Jt開催されるようにな

ました。

良い冬し閥、家の中に閉じ鰐りがちな北『

rり､･≒･二とってiこ1、:z.キーをと乱して、健康

川進・ツ､トL･スのき¥消・見知らぬｙとの出介

.Q゛でに;lご、数m ii viメリッ1べ;あ乙でし

｡こで。

　

しかし、自由であろべ色レジj･－が、人き

なワクの巾に閉じＣめられているようた気か

して7なり１せん。多勢の人忌が、限られた場

哨と同L･よう方行動では、いくらレジヤーて

も常:で他ﾉ､を意然せずにはお･れませんし、い

くらＪバＬい人白然の中で、汗を政すことが

出来ても、。ぺ４汗。励も心の浄化まで期侍す

ることはとうてい出来そうもありません。

　

こんな沢けで、一度鸞の原野ぽ:お誘いした

いのです、そして、風が雪の紋様を盲いて去

った町や、中々キツネ・ユキウサギ・エゾリ

スのような動物達が、厳しい冬を生きるため

伐:Ｓいた足跡をそっと見ながら、静かSこ歩ｖＱ

て歓しいものです。きっと大自然の書き振っ

た絵日記を見ることが出来る筈ですから‥･･･。

　

幸い釧路や根室地方は、原野をスキーで歩

く格奸のフイルドなのです。山坂ばかりスキ

ーで歩くのではあ!}ません。むしろ、夏、人

問が容易ｒ入ることの出来たい沼地や湿原が

最高でしょう。絵日記が薮やかですから、決

して退屈することがﾌ1いからです。例えば、

ユキウサギの跡をキタキッネが執ようｒ追っ

た跡、そして双方共猛烈ｒ走り出した跡、や

がて、とうとう穫り逃してしまったキツネの

の足跡が雪原の彼方へ消えてゆく……ヽこん

な足跡をしっくり裂察しながら静かQてその肪

をたどってみるのです。彼等が命がけで逃げ

た跡であり、命がけで追った跡だから、本肖

に迫力があるのです。そして、きっと大きな

感動を覚えるμこ違いあり１せん。また、鳥罵

澪原はヤチハン･'キの林で贋わt.ていｉすか

ら、もっと顧やかです。北から渡･フて来たベ

ニtjワやキL･ンジヤクが、更冬速してすんて

ぃるシジュウカラやコゲラと仲｡と帽呵属して

い乙咲も、きっと心を和ましてくれ乙でしこ

うし、儲に死と隣り合わせで生きてφる小鳥

たちの姿か９、必らず勇気づけらもるものか

ある筈です・

　

いかかでしようか………?･iそん亡雪の原野

を･17岫べて歩い'(みｊせんか。そこでゲL,･ンj'

スキーZ)ようにｒ･ヽアｊではありませんが、

豊かな大自然をじ､つくり味うことができるで

しょう。きっと「ヤミツキ｣にﾌiること割合

いです。

　　　　　　

(白糠営林署・梅本だ)

　

歩くス寸－ｒ気味をもち1ました方は、会琵

の上田まで鷹連絡下さい。一度ヽ実行してみ

ｉせんｶ'1 ゜’゛？。

　　　　　　　　　　　　　　　

（上田記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

－１－

り。:,1･・



｜

柚

り

芯

高橋宏政脅友会顧問を

市濃会に送り込もう

　　　　

ドフjと5]選挙告示。１０月１ろ日ｔ日曜

　　　

りに∵輿・巾議会講員の投票日です。

　　　　

高七仏こt、釧路て腎友会が誕生じた時から

　　　

顧問｡ﾚして活躍され１した。

　　　　

結二シフト、人院していろ患者がほとんど、

　　　

通;ここに／､｡いごく一乱０人でした。

　　　　

ﾄﾞい八ごづ。で来る叩者も、病気に対する知

　　　

巌tこい｡｡ﾆﾐ学的にも進歩が々ぐ生死を危ぶ

　　　

１ ?。ンｙｙｺﾞ･かり、こんな頃から１０数人と

　　　

患名ノ､丿､顧悶を引き受け、釧路市内外の患

　　　

者りでむｰ･、患者の悩み等を聞き処理ぐこ当り

　　　

て麗４レし＝公身心各行事にと良く忿加され、

　　　

私達ゲ丿次み苦労が良くわかる人です。

　　　　

腎・公は、全■の組繊をあげてｒ腎疾患総

　　　

今対竣ｊを国ぶ実施させようと懸命な努力を
'●

　

しても･ります、腎疾患総合対策と言うのぱ、

　　　

脚だから則回・治療・移植・社会復帰ｚ至る

　　　

まで斤政1､国辱地方自治体を言う)の責任ぐこ

　　　

おｙ-で以隊化し実施することです・

　　　　

肺紬核が現在のように換まったのも、国が

　　　

法律を作り絶滅のため努力したからです。

　　　　

私建も腎疾患を絶滅させるため全力を投入

　　　

Ｌで行政が実行ぽ:移すまで頑張って行こうで

　　　

はありませんか。

　　　　

釈達の願いを達成するためＫは、私達の立

　　　

揚が、苦しみがわかる人、高橋宏政氏を議員

　　　

として市議ｒ送｡り込むことです。

　　　

会員・非会員を問わず、家族・廣り近所・知

　　　

人等多くの方々の御理解と御協力を切ｒお願

　　　

りするものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－２－

渕紅葉の温泉へあなたもご一緒しません

　

釧腎会一泊旅行は浦幌の留具温泉が

　

すでに弔-･.j:募集11 ､‘'切り１１．走が、答

余裕がありまずＣで、り･からでもｔ加希望

方衣９らっし､し･ました左らご、各病院幹

さ心､父にL、直碓、劃町丑i;拷励し９坂、鵬

、山？Ｊまで御.皿結Ｆさ７卜

EI時

行先

会費

1 0 M 1 9 [rf～２口口

：捕幌・留頁混良

：了ろ.0 0 0 (会員）

　　

家族は７とヽ.DOG

　　　　　

小ﾉヽ.-IV 4,0 0 C

　

本当友こ一軒だけの温良、囲りを人自然に

それヽ渓流に紅葉が美しく映え、山菜料理

あﾌなたを待っております。

⑤(柏⑤
楽I_,つで．いいー

いい昧.／,Iし空気

の～ﾀﾘぴり・ゆっ

くり

MＭ-＾

ｆ●ｌ

｀Ｊ 今後の行事

　

匈

10.１ｊ１９～２０日

　　

一一泊旅行…留真温泉

１０月２７日

　　

１０時より腎友会の会合、並びに適院2

　

通受の支給Ｑ ゛゛゜゛゜｀福祉会館ろ階　畳の間

　　

１ろ時よ£）例年実施してむ｡ります健康1

　

座Ｑ’｀‘･¨婦人会館（福祉会館６階）

１０月より

　　

年賀状の印刷あつせん。

-

　 　 　 　 　

● －



～ヽ’
f･ 野

　

蒸

　

ぶり､クタ11（臼）認tl

　

りべ1.1･･:Ｕり碇函　参丿11予咀昔５０ご≒副から20度を越

える気以が

　

暴い日を予感さヤご、足りが近づいてぐると

　

参加者が

　

だんだん

岐1まってきた9それぞれが

　

クリープをとり

　

キヤ･ソ･ヂボールを開始｡／θＪﾄyも

投けると

　

もう汗が出るほどの徊･さ。人数がほと’ほどになったところで

　

シヤン

ケンをして

　

２チームに分けた1,Aチー－ムの先八て笥まりました、試合は１点を

争う好ゲームとなりました、ljチームがねばって

　

３寸３で迎えyこ最範囲の表、

Aチームが慎重な１点を入ｵll、結局

　

そのまま4<ir3でＡチームか勝ちました。

　

そ人な中で、エラー･をした人はＳ豚じろ

　

半分しかやらないぞ。リなどと言わ

れていました。最優秀選手は忠村さん？

　

名ランナーは中村さん（協立･？

　

ゴールデングラブ賞

　

長岡さん？ユーモア貸は事務匂長？それぞれ沢山の豚じ

るをもらったとか？！もらわなかったとか！？‥‥‥‥‥

　

一が、調理班の方では、細かく切りきざまれた肉や野菜がグッグツと煮こまれ

ていました。ソフトポールが終わっだとき

　

ちょうどでき上がり、ドンブリにタ

ップリ

　

分Ｕ合って

　

フーフーいいながら食べました。人なべに２つもあった戚

じろが

　

あっ！という聞に

　

なくなってしまいました。２５度を越えるーさの巾

で

　

おいしそうに食ぺていました。

　

そのあとは、スイカを食べたり

　

ソフlヽを

したり、自由に汗を流して

　

１：３０ご乙に解散。

　

参加者の皆さん

　

御苦労様

でした。また

　

お手伝いしてくれた方々

　

ありがとうございました。

　

来年は今

年より

　

もっともっと充実した野遊会にしたいと思います。いや～！とにかく醤

い一日でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（記橋本）

－３－



j｀腎友会々合のお知らせ

　

飛乙１０ｊ：2 7 tl>下記の通り会合を開き

ま.づ＿公良の皆緬とお会いする機会ふめ乙ヽた

に^-'/ *せんｰ.，この機会Ｋ色々な話し介･,･4を

Lバこいと思いますので足非御出庸ドさり．

　　　　　　　　　

記

　

;'i

　

時

　

１０月２７日

　

１０時より

　

傷

　

９，冷4松会館ろ階大ホー.･ﾚ

　　　　　

り

　

議

　

題山笥友会の現状と今後につ,･て

　　　　　

恋著名カンバにつIφて

　　　　　

131年賀状の印刷あっせんーついて

　　　　　

･.41通院交通費の重給

　　　　　　

１１時～１２時Ｃ于定

　　　　　

局外友会々費の受付

　　　　　

価その他

φ引き続き健豪講座g二出・される方ｒは昼

　

今｡代の一一部を補助します。

　

是非弧齢加下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　

－

・花火の販売終る

　

北海la難病連主唱による、各患者団体運営

資丘確保のため、例年実施しており･ます花火

の販咤、今ヽ軍も無事終りま1.た・

　

皆様の償協力ふこ対し、厚くお礼申し上げ１

●す3
は次の通りですo

市立病院

日赤病院

嘆立病咤１

林田クリ１

根竃病院

　　

計

　

４

９

6

2

2

0

1個

６俑

5個

１個

１個

４個

販売額１１

β
か

が
が

１

１

４

７

ろ

２

５

4,ろ

り

5,2

0,5

ろ,４

２,４

0

0

5

0

0

5

０円

０円

０円

Ｏ円

０円

０円

f″‾ﾐ”

Ｉ●･会費納入のお願い

　

沢路地方腎友会々費、６０年腕分納人む忘

れの方はいませんか・腎友会応運営４、皆ａ

の会費で運営されても･り１すﾆ､是非納入して

下さい。

　

一括給人ボ原町ですが、無理な方は分割納

人も受付けております・

　

とうぞよろＬぐ。

　

筈健康講座の闘催

　

例年実怖Ｌており１す、腎臓病の于防と早

期発見なこつり｢４て、諸先生の協力を伺て、今年

で７剛目と々ります・

　

白からの苦しみの体験から、これ以と腎臓

病者者を増やさ々のため、病気の恐しきを知

りて頂き、甲･期発見ｼてつとめヽ一人でも多く

の方が、この病気から救われる事を願ってお

ります・

　

会員の皆様を始め、家族共々、隣り近所の

方もお誘･β合せの上御参加下さい。

　　　　　　　　　　

記

　

日

　

時

　

１０月２７日（日曜日）

　　　　　　

１ろ時１り

　

場

　

所

　

福祉会館６階（婦人会館）

　　　　　　

（幸町９－１・�２ろ-6471

　

入場料

　

無

　

料

・釧路４病院の利益（７ 1,4 1 0円）は、

　

釧腎会の運鸞資血とし１す。
・根室拷院０利益（ろ､７９０円）は、根室

　

の運営資金として使用し１す。

・厚岸は、厚岸剱病連支部に販売協力しま

　

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－４－

・講

　

師

　

藤田

　　

繁先生

　　　　　

（市立病院・小児科都長）

　

演

　

題

　

小児腎疾患の特性とその予後に

　　　　　

ついて

・講

　

師

　

岡田

　

隆夫先生

　　　　　

（市立病院・内科部長）

　　　　　　

（循環器）

　

演

　

題

　

成人病と腎障害……主として糖

　　　　　

尿・高血圧との関連性ｒついて



7･i

r

/;

●二

●－

i･

し
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ｉこr;r恭ふり力

　　　

鳩立阿じこ

え

竹．

つて

　

内 昇

ｌ 、，１：く言一二ヽたも,のである。

j..ljしか.!ぐ!ヤを1:11め.･.-のかよ司Iらな９が、

≒ゾりべ二とａわj! l る現代でも、侭は４０

φ≒～j タかくる。弘の鳩今も向咋で、正

て厄手?こ腎不全を宣告されたりで瓦｡るから、

咎の八のひい伝えを世実Ｋ実践Ｌたことにな

る。その意味で丿厄葡と13えそうである。し

かしヽ振り返-･てみるとヽ病二り原因に、病

気に対する下注意と誤解紅あったようであるａ

　

腎!蔵病との最初の出登りは、ろ０半ばであ

ったっこの時は自覚症状もなく、無理をしな

い､!ﾆ乱こという診断で、薬も制約もなかった。

だから仕事はｖ-･つものペースでずり、忙がし

さも手伝って、いつしか腎臓病患者であるこ

とを忘れていた。

　

腎臓病との再会心、厄年との巡り合わせで

もあったっ風邪をひいて直らず、仕事のあと、

個八病院へ通院して治療Ｌてりたｊ一向ぐこ直

る気配はなかった、そのうち、声が出なくな

ったｏそしてその夜ヽ就寝申突然呼吸困魅の

発作なこ襲われた。４んとも言えなの苦しさで

あった・やりとの思９で救急病院へ駆けこみ、

注射をしてもらうと、それまでの苦しみはう

そのよう忙消え、楽にたった。それで、朝ｒ

なると出動Ｌ、帰路Ｚ臍人病院で注射をし、

家茫着くと、食欲がなく、疲れ切ワているの

で、食事もそこそこｒ床Ｋ就く。そＬて、夜

中・なると発作が起き、救急病院へ慶けこむ・

そ･んな繰り返Ｌがヽ連統ろ度統･/ｓた。とうと

う救急病院の医師から、総合病院で検査をし

てもらうよう勧告された・この時になって、

なんとなく不穏ｔ気配が感じられた。

　

次の日、総合病院へ行った。若いＳ師であ

ったが、私の顔を見るたり、即座に腎不全を

診断した。すぐｒ入院するしかなかった。水

分制限はなかったが、食事は完全ｒ無塩であ

った。これがつらかった。が、不思議と病気

びこ対する不安はなかった。いつか直してくれ

る忙違いなｖ･と信じていた。だから入院中の

心境は、無塩と遇屈とのｉりでＬか々か･｡｡･た。

いたうて気楽な気持ちであ･ノこ。ところがそ

の頃、私の病状は、透附Cこ踏み切ﾐ･呑･、もう

少し侈子を入るかの瀬戸腎;こーだＱそのこと

を矧ッてゝ"゛時け愕然とした

　

が、すぐに気

を持ち直すことができた。じ｡リ行きＫＩかせ

る以外:こ方法はな､･、と観念したのであら・

それから間も刄ぐ。病気が快む冗向かｰつたこ

とをliらされた、うねＬかった、しかし、退

院してからの制約は多く、塩分・過労・適I泥

と、この時からいやむ４ｔしに腎臓病患者と

しての生活が始ま-ｊた、中でも一番つらかり

たことは、いつ透析応入るようｒなるか、と

いうことであった。たえイパタタンを抱えた
生活である。そんな薄氷を踏む１うﾌsこ生活が●

５年間続いた。そのうち次第1･こ仕事ｒ比重が

かかるようになり、φつしか病気のことこt忘

れがち泥々つていた。

　

つφ尤恐れていた時が来たc体がなんとﾌs:

くだるく、食欲ｔｔぐ71つてきた。そのうち、

体のあちこちに稲妻のようﾌi痛みが走り、一一

瞬動けなくなった。呼吸をすることも、やり

とであった。肉が張り裂けるｌう'な膚みであ

ワた。２分ｔφしろ分間は。痛みをしっとこ

らえるしかなか７た。そんな痛みが、体の随

所ぼ:、間断7tく発生【｡、身の置きどころのな

り苦痛にさいな１れるようになった､;病状が

悪化した以外の何ものでもなかった。

　

巾学校教師という職業柄、高佼進学を希望

する生徒を、志望佼に入学させてやりたいと

いう願９は強３・ことにろ年生を超缶すると●

そｏための忙がしさは計り知れ乙のもの｡6;あ

るり単ｒ勉強を教えるだけでなしｒ、勉強を

嫌ｖＱｔ生徒に、勉強をさせるようにするため

の苦労は並たいていのものではない・叉、息

のことをする生徒を更生させる仕・も抱えて

いる。それらの塵徒を高校に受験させ、合格

が確定するまで、気の休まる暇がｔい・受験

をしたの生徒£は、就職の心配がある。不合

格者が出ると、その身の振り方も頭痛のタネ

とたる。無事卒業させ、ほっとするのは、４

５名の生徒の身の振り方が決定した時である・

－６－



そして、その頃ｒなると、新学期の準備を始

心な吋れぱならない・これぶ中学校敦師の宿
命なＣ々７

　

'いlこそ恣桁なまぬかれたのと観念したの
に
な
病
し

，体:こ飛みをーじ、疲労の度合いが巌Ｌく

;.i、食砂の減退を意族した時からであった。

咋へけかなi-り1ぼならないことはｔ分承司
1、 たー Ｌがし、病院へ行くと、たとえ透

析;こ１ぬがれた!でﾆＬても、入院を避けること

ぶできないことは、これ１での体験から直悠

１々。自建症状ぷ現丿巾る.lうにな=Jた4St、

2弓'ﾄﾞ旬からである､一局佼受験をひかえ、一

Lj一りが大切な時助であった、そんな状巻の

時に、５缶生り担圧教師としての使命が、病

院'丿iくことをためらわせた、どうしても、

チともを置きざりにすることはできーかった。

受験が近づく定つれて、生徒は動揺する。そ

んな時Q･こ｡々切なこと妓、教師のチどもＫ対す

る愛榊と、敦師自身の餐然とした態度こそが、

不安と焦燥Ｚｌられた生徒の心をなごませ、

勇乱づけることができるのだ。毎朝ひとりひ

とりの生徒の匁を腿め、義悄や言動を観察す

ること､でよ-jて、咀酔の心理状態がわかる、

落ちこんでいる生鮑;こは、力づけてやること

も必安になる・肖桔があ･やぶまれる生徒には、

家庭訪問をしてヽ親:で対ｆろ桁導も欠かせな

い・家に匈ンてからは、子どもの状態を心配

す乙親からのlil.儡Ｑ応侍もある。

　

そんな状態･5'巾で、苫碍をこらえ、４５名

の生徒の町れがましい態路をみとどけるまで

　　

11、なんとしても4!ｔ抜くしか■r£.t.つた．や●

-¬き安心できた蒔1で､1こ、病伏が極限に達Ｌて

‘

　

し‥こ二とこ、政､＆･心、.ａ方、濫俑などの症状

　　

Ｋ,£･ｙし、ｖ･やお゛･なく口4£させられて､Ｑた．

．

　

化をlｙづのもぺ。ｙでｌ･つたs,り121の朝こ

　　

そ阿瓦･ヽ行こうと皿心Ｌｔ直後、苦躇ｊｇら

　　

tで恋'L;１を増すようにな･-l々Jとても明日１

　　

で､・侍でなか･つ-■t ; V O >-のこ七柵詫へ行き、

　　

病状をきり･.･tぐ八睨が゛決心し.7こ．

　　　

きりrが厖jぜし迦に吋、人rt喰･ZもﾌﾟZくのこ

　　

と．レ恥

　

．'：．こ.4こ時も゛うてＳ・とし．透吟

　　

ｒ人Ｊタ ･りジ司じ"'‘ｔに･たJ;、数ふしてい･-

－６

ためかヽ落胆も。動揺も不安もなかった。

たた、学級担任ができｱ1ぐ71ることが残念で

あ!)、悔まれてなら'なかった。それ以外後悔

もなか･二ヽたＬ、比較的冷静であった、５年間

抱えてきた･ｆクタンが破裂したので麦､り、そ

の時期が丁度学級の生徒が卒業期江あったと

いうだけのことで、かえってふんぎりがつ･β

て気が楽になった面もあった。無事卒業させ

ることができたし、生徒も、親も満足してく

れたＣとがすごくうれＬかった・それだけで、

病気の苦Ｌみから救われる思･､ｓがしたのであ

っ走・

　

すでに１年が経過Ｌた。現在４夜間透析を

するために転院し、勤務し在がら透析を受け

ている・今でも学教担任をしたい気持ちに変

わりはなりが、実現は無理である。これも性

分で、いつ１でも思･ｚ5悩んだり、思案にくれ

たりすることは、性ｒ合わないらしい、だか

ら、夕ｘだとわかったら、あきらめも早φ。

現状の申で、最人限ｒ仕事をする方法を考え、

全力を投入するしかないのである。病気を忘

れることはできない．Ｌかレヽ病気に負けな

い生活はできる。自分の体力や、能力£合わ

せた生活をすれぱいいのだ。お険で、現在は

医学の進歩がめざましい。よほどｏことがな

い限!;、この址の終わ列こない。医師を信頼

し、スタッフに*G.I!i I,、病気のことは全面的

ｒ病院に依序し、病気以外'の活力を自分の生

き甲斐応活町すれはよいｃだ。他力本願では

ないこ、病気のことぼ医師がエキスバートで

もぷ･ヽ権戚のある存在たのだ・だから、病気

のことに医師とスタッ７に一・Ｌ、余力は自

分り■liii^iTCあて乙という分立した生活ｔする

ことJ^.t ･;･て。胞涵1こ沢帥がとれろし、、･･と

かlヽ宅昔ｈタ。。９てぷÅ､判断をして、思い

誦む必饗はな､Ｑのが｡･

　

梅かiいきか、ｒ､の獅介、透孵に入ってｒ,ら

りり'が、隋帥的にゆとりか持て二。'｀う£１，

々こ｀;､ﾕ'J,人てあぞ･-､鳴町､こ4､る９では、ｉ･

貧り､Ｑ.ｔに“二rj.･りた｡一一゛f!λyふは、1:プ

以外.'cm^^ ＼･りてろＪうに・、･た･．ｊ二に宛

･r｀゛刀粉ｖ,･弟'･ヽ｢｀スを昨り･、s‘1.り‘●･。



マ１・ヂス・ピーマｙ・･で千コ･・その外、プ

ランターでは、２Ｄカプ、ホウレン草・ナッ

パなどの截培である。むｔじろりくらいによ

く極･!二る・退咀する暇がないｃ学咬にあって

も同じて、担任をしｔいかわりに

　

環境整備

の仕事を引き受け、広い校庭の草花や樹木の

栽培や手入れに忙がしい。植物截培はまった

くの案人であり、知識もなかった｡､見よう見

まねの作業である。それか楽しくもあり、花

が咲き、実がｔるとうれし９ものである。

　

来年からは、苗でｔく、穐チから宵ててみ

ようとか、南国の植物にも挑戦してみような

どと、先のプランを展望することも楽しみで

ある:. ^-/Cな･２たら、本格的に研究Ｌてみよ

うと思ワている。そのうち、運が､tけれは、

医学の進歩・発展の恩恵ｒ浴することができ

るようにな｡り、念願０学級担任も夢ではなく

なるかもしれないという希望を持ち続け、卑

屈に71らず、たえず？全て前向きの人生を送

りたいと考えている。

　

たっ･た一度の人生であり、ぺ'りなおすこと

のできない人生・のだから、せめて銭された

Å､生だけは大切ｒ、有意義ｒ過Ｌた砕と甦う

このごろである。

几

　　　　

轟

西別岳豊山に参加して

　　　

i九立病院

　

小

　

熊

　

裕

　

子

．今弟も、111jの日を楽しみ!･でしてψＩＬ芯

去年、登山､こ３加し、頂上まで逮りｉした．

二二もざ･;んばって、頂上１で登ることができ

１≒たウ

　

宍へ行ぐ時、パペの中で、じゃん打んゲー

j，今し７、とてもーしかｰ･た、山Vｔ登る時、

お曳･ハ二わ

　

、ずなかったけど、汗が一杯出ｌ

ｔ．だ八ご』･ワク．てぃJ-うさんが作ってくれたむ

てき'りか．とてもおいしかりた・

　

！'･△゛包がｑ４.竃かｰ･た０が残念ですＱ

t１λ主色急急皇直立垂直
-

トマトと私

　

林田クリニック

　

渡

　

辺

　

喜

　

久

　　

ある町かどで鉢植えのトマトを見た．

　

私は「あゝこれはｖ･ｙヽ、必ずしも畑冗檀え

な打れはならなφ事はないのだ．ｒよ～し、

来年は私も作るぞ～Ｊ．

　　　　　　　　　

’

　

さて、待ちｒ待った今年の春、スーパーｒ
●

　

トマトの苗が入るのを待った．一番鰻初に入、．

　

つた時はまだ寒そうなので（ト７卜は寒さぽ:

弱い）少し暖かくなるのを待った．

　

いろ々々の苗が沢山出て時期もよしと、ミ

ニトマト２本と普タのトマト２岑、鉢を２個

も買う．

　

土は黒土を兄の家からもらって来た．

　

普通のトマト１本を花畑ｒ植瓦.、残りのろ

本を鉢に植える．夜は玄関ｒ入れ、^n'r＼:こ

出す、毎日々々くり返すＱサ’カニ合職の力

この心境だ「早く花咲けトマト君、早く実を

つけトマト君Ｊ・

　

とても順調7て育りてうれしく思ﾆ･ていると

寒い日が２日程続いた．苗は寒さの為ちぢん

でしまってガックリだ

　

心をとか直しヽ不安と期待の中．以前ｇ:●

尽し.てせ･フせゝ

　

い､とかわ口丿乙．

　　　　

．

　

七のかいあってか花が咲いた．喜こ.らり､.で

1･マトトーツを･か吋てやる．りヽさ;t実がつ､ヽ

た時はられじれったt卜

　　　　　　　　　　

゛

　

.ぐ
ト１トマトだぞ‥りとイバつていろ嘩だｃ鉢

ヴt.乙の方が沢山花がつき、実も小さ９か沢川

つ.ヽた．毎日眺めるふがた7）しみだ・

　　

ヤ八ま前々をしな・・ぶぐさＱ心でＶＪ、々

－カ消廓蕎･･:･喬べきなどき買-べこ．ずφ分ｔ

.り･マトCCつくなあ、食べこう’-思うなら買

　

･て食べた.ぴかｆ～と安いね、－れは私のr?

(I gJだＱ

７－



‐
‐
Ｉ

　

８月Ｋ々るとポッ４々と色づき出Ｌて米た

　

ヽ待ち切れずに真っ赤忙ならない内ｒとって

食べてみる。ヤドりまだ早い。それからは手

を出さす、じっとがまん、爽っ赤ｒ色づき、

良く熟したのを食べて見た時の感激、「むい

しか･Ｊたね」。

　

果物４もぎたてが一番おいしい、兄妹とか

友達氾２～ろ個ずつ自

て食べてもらう。「おいし・でＬよう」と無

理に言わせて喜んでｖ･る私……・

　

去年のある町かどへ行って見た。あったあ

ヽた、やはり鉢にトマトが元気ヽ･･つばい育･､）

でいた・

　

知らないﾉﾍ､なのｒ「今年は私も作ったのよ

～」なんちゃって立ち話を少々・

　

来年も私はきっとトマトを作るだろうｔ。

　

……白壁と美術館の街・倉敷……

　

今回の全腎協総会は会の内容もさる事ｱたが

　

ら倉敷の埴仮:も期待があった。若い人・特に

　

女性泥人気のある街と聞９ていたが白壁力倉

　

堕敷駕はおじさんなる私にも大９に興味があ

。つた。ここ択:は有名な大原美術館がある。ピ

　

カソ・ルノアール・ゴツホ等よく見聞きする

　

画家達の線が並んで,/･た。これは倉敷紡祓の

　

創設者大厄孫三郎より三代なこわたり収集した

　

ものだそうだ・いったいどれだけの私財を投

　　　

じたコレクションかと驚く。ホテ川こ戻って
●

　

から同室ｏ人に美術飽の話をずるとｒ財閥搾

取の産物だｊとの答え・なるほどそのような

見方もあるのかと思う・が、私は単純ｼこ驚い

ている方べ楽し､･･。芙？;岬:１大きぐ、本館ら

fりljいくつかの別恕がある。洋画・邦喝・古

代中国・よジブｂの出土品・陶謬・臓物等様

々な作岫力i展水されている・雨段の上り'ﾄﾞり

･｡ご～で･､私には息切れと目‘よいざ:ｔこってぐ

･Ｊ.｡･7｣'.ｔ時でま･f，こトｊ･と息をのむ卜I品に
帛ぞ･

･･S・い･’I

「

lb

　

ｒいこ

‘j3 7 でly

　

'?申●゛j

　

t; -:".ベじ

９ぢ.ilj'･１'･.;fj,.･:、･.Ｓぞヽ゛j､代9･観

.！四ナじ丿ｙlニ丿玉丿生き生きと毒

き勁というトう勅令 C一回こi琵ヽjな1）

かごれ:１.。､で’

？垠め｡.fJげ‘

Ｑり

‘'ぱしＬか･-Jた。ぷ

ヽ4･ど･つてｲ･ヽ･･ ･｡も時

　

會屋敷の雌ぷろ･は写真通り美しかった・こ

の地域は美観旭卜といツて自明などの美しさ

を保存するｌうに義務づけらわている､ヽ品1こj

良い嘆茶店や乱のきいた小間物を売りている

店、おみやけＭが並ぶ。‐踏aごつ･／４て来た恕

はｒ北海遊へのをみやげを見宛ててあけぞへ

と驚くほど高価々備前焼きの浬などをうれし

そうｒ遭しでいる。娘の連れて来た一才にな

る孫のヨチョチ歩きが人目をひく。おい女性

がＦまあ、かわｙ1.･jと寄って来てあヤずＣ

ﾌﾟkとヽジジ馬鹿として悪い気はしない。

　

美観地区を出ると駅ビルと市役所が目に二

く、駅ピルは新しく都会的だ。市役所も新し

く高級ホテルと見違えろほど立派だ。完成･1

時は財源などをめぐって新聞・雑誌をｒぎにj

したので知る人もあろうかと思う。と忙かく

一見ｒ価する。タクシーの運転手さんが！熹

しい観光名所ですよｊと笑った・とｒかく１

敷にはモタ'ンで立派ｔ建物ぶ多い。文fﾋ的乃

衝という印象が残った。しかし裏通りｒ入づ

て見ろとやはりどの衝とも変わらヅ=ｓ生活費

がある。商店街は美観地区や駄ピルに比して

質素にさえ兄えた。

　

さて再び芙観地区忙戻ろう・こＣ忙にtもう

一つの見所、旧倉敷紡價工場がある。今は４

テルやに念館などに柾われている。レンガ巡

りＶこあわせたツ々が美しい、ｒブイピースク

エアｊといかにも驀者好みの名がついているc

　

中央にある休憩用広場で熱をもった足を豺

める・娘がサンドイッチや飲勧などを買って

きて、小さな息子;こ食べさせるのに慧戦答腸

L.でいろ・私も子供ｒもどった気分でソ７１

クリームを片手に快い疲れ{で浸った・

　

９拓が楽しい會敷での一日であった。

　　　　　　　　

と｡0年６月記

　　

早

　

坂

－＆--●



市立２郎透析室レポート

　　　

レポーター

　

そのまんま莱２世

１４：００

　　

透析室に皆ん乙か紘えと透析らi創始であ

　

る。藤原さんとホ沢芯んは、テレビを見乙

　

がら、出田ぶん金非君。早川さんらは、す

　

ぐ寝をつてしまう。ｔ私はレポートの為、

　

いつものよ｛べｌ起きているｊ・

１４；ろ０

　　

寿地君が来て２部全艮が揃う。（学生な

　

のでぃつもは１５時頃ｒなるが、なぜか今

　

日は少し速い。）

ｉ４：４０

　　

おやつ（コーンアイス）が出る。全員こ

　

の時は、起きて食べる。

１５；ろ０

　　

血圧むよび体重測定の時閥が来て、寝て

　

いた者がふたたび起こされる。だが珍らし

　

く藤原さんが起きている・この間の透析中

　

全員変化なしで元気・

１６：００

　　

早坂さんが山田さんと企井君を透肝室に

　

訪ねて来た。（ご苦労惣）

１６；ろ０

　　

まちにまった夕食の時間がやって来た。

　

メニューは、五ｇごはん・イモサラタ’・冷

　

ヤツコである。皆んﾌ1おいしいといって、

　

ほとんど残さず食べて乙ｊつた。水沢さん

　

が、今日、ΞE任に:出してもらったカゼ薬を

　

飲んで、薬がいつもと違うので。この薬に

　

は愛がこもっている、などと意味不明の叩

　

を言７て、皆んなを笑らわせるｏ食後の体

　

瓜お･よぴ血鹿測定で金井君は、血圧が高く

　

薬を飲すｒ。

１７：００

　　

夕よy後は、各自ｉ－レピなどを昆ている・

　

中でも青地君は、一人でｒ夕やけこ=ヤンこ

　

ヤン｡｡ぞ?･吋て引jC･｡べに

　

ト･■.=;t *'fvrtri^

　

い）

７：５０

　

金井?3、

泣の人は、

J更かきいてr.LEぶ少しド応iる。

変わりなく静か冷遇附でずｏ

１８

　

収

１８

００

いよいよ終わりの時間となり。順番に回

ぶ始１る。
５０

　　

回収が終わり、各自それぞれ帰途につの

　

た。

　

駁餓･こ２部透析の患者のほとんどが仕事を

持っているので、透析中寝る人がほとんどで

りつも静かな透析となっています。

　

今日０格言『愛あれば何筝もかｔう』（藤

原）。

　

ｒ針さしからの１５分間がその日の

体勲（のり）を決定する」（金井）。

　

本日の健康状態、水沢さん（ヵぞぎみ）を

のぞき良。本日の透析は、金井君（血圧上昇

）をのぞき良。
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ここ

とノ，

　

リ_;

今クロスワー－ト・パズル，;･

1づ７-´y｀

画

附言

1ご．

濫.;･≒

●．Ｉｌゞｊ

■ . - -r^-‘

£

.

i;

･;^.

?･:山．７

名

た

ご

リ

7｀

Ｒ
－

包

.゛りF塹･．･い･.l 、･ツ･.j、.でし．

令にＥご･.?y ji でふト、抽選で

肋ご.･藍しよμ’ます．

乙丿長眼と.&;子ぢん、桜井久子さ八、

゛､､、水沢秀一さん、藤原修二さん

＝ツ､ｸの荒啄７さん、渡辺喜久芯

ん、木ロノ、iE子さん、瞭｡立病鍵の宇井美江さ

ん、松挺政明さん、以｡と１０名の皆さん、お

めでとうござＶ･ます。

　

それでは今月号の問題を出題ＬＩす。パズ

ルを該当する言葉で埋めて行ぐと二電ワクの

６文字で季節の言葉……？が出来上!jまず。

　

芯て、今月号は……・正解者中１０名ぱ:記

念品贈呈:､正解・当選発表は次号ｒてＱ ／゛切
１０月ろ１日。

　

ご応毒む待ち致し11す・

　

解答宛屯……ll路市新富町１の７・林田ク

リニック内・釧腎会事務局編集部。

　

下砲に記入の上、郵送又は各病院幹事さん
ヘコ

………切 取

　　

線………

ＩＵ月号「たんちよう」パズル

●

　　

答

　

秋の陽は

病院名

氏

　

名

゛･｀

Ｃ（≒八

心人．･冰

心ｙ慨;;!

　

乙せｐ

f

・
Ｉ

ｸﾞ．

二

？･

－
－･

.〃 てまj

｀ﾉl･。・.I'I'

1 -4

≒７覚悟しろ.７

ぐ､1

ｓ
Ｉ

に
・ ●

Q卜乍も｀に:- T >＼->:^:群x?iむＬ寄せる唄本ａ

　

冷ふらり'ｙＷの○こて≫川.ぐ

⑤ ほこんがこべ)○して予袋あんでくれ々“?

ｔこそIんじら以盲んり歌)

⑥゛今晩おしＣ=りですね。お風呂+>v-.てごil

　

い･ます・お食事はあとでなさい１すか。そ

　

れではごゆりくりど～ぞ」

⑦「夕やｄこやけのＣＯＩ･ンポ」

⑨昔はアイロンかけずにＯＣＯしたもんだ､!

　

ズボンやスカート２

⑨ｒわし、あれj‘きﾉﾉ。ほれ００００大禍、

　

油揚げ何んかと正油でからめるの』（かｖ

　

われじゃないよ）

⑩rてやんでい‥･/｡/昧はＯＯでみるもんだ力

　

えらそうにごたく並べんなｐμどしろうと

　

が」

　　

ヨコのカギ

①r ocoの晩に鶴と亀がすべった後の正面

　

だあ～れμ』

⑦「今はもう○○誰も居ない海～」
○

　

熊公のやつこの穴の中にcoo//そ～と

　

行け。そ～と』

R r COが鳴いて珊んで行かあが」（ご存知

　

名月赤城山μＪ

②「こちらの方がおＯＯＫなってお!･ １す」

　　

（進め上手の売!ﾌ子さんμ）

⑩ｒまきばぐ〇〇ばたんねエ。火イ消されん

　

ねえだからのオ」「んだ、オオカミ寄って

　

来っから乃:あ～」。

⑧「ＯＯすけ、早く起きなさt/べ/」

＠（弾丸よ!）も早く、機関車よ!）強い・大空

　

もひとっ飛び。そうですμ我らのスーパー

　

○○μ」

⑥･ヽ－イッ３番テーブルさんお○○○出来１

　

したあがおあげして。（ツキ出しとも言う

⑩f･ヽイ・うちの子供達もやっと００００Ｃ

　

これから一家そろってシベリアの方へ飛λ

　

でまいります。それでは皆様ごめんあそは

　

せμ」渡!）鳥のママさん……。
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痢冷

　
　
　

人
工
逸
析
を
1
8
年
間

「
」
‐
に
い
い

小
紫
由
美
子
ｊ

Ｅ
い
一
目
一

　

ジ
ン
臓
の
人
工
透
析
を
受
け

た
思
者
八
ｒ
ぎ
’
は
世
界
で
最
も

長
く
生
存
し
て
い
た
小
県
由
英

子
｛
Ｕ
Ｃ
ｋ
Ｃ
Ｗ
Ｕ
＊
!
}
-
ｃ
み
こ
）

岑
几
か
十
一
〈
日
午
前
一
時
四
十

三
分
、
慢
性
ジ
ン
炎
に
肺
炎
ぞ

吋
発
。
入
院
先
の
東
京
都
新
徊

区
の
爽
取
女
干
医
大
夥
睨
で
死

ｍ
し
た
。
二
十
四
斌
。
東
京
郡

出
身
。
葬
載
は
十
八
日
午
後
一

時
か
ら
東
京
Ｓ
Ｓ
Ｋ
田
区
田
圃
調

衝
一
ノ
ニ
几
ノ
ー
六
の
自
宅
で

賢
臓
侈
囁
普
及
会
の
会
葬
と
し

て
行
わ
れ
る
。
良
ぶ
ほ
父
芳
夫

　

（
よ
し
お
）
氏
’
横
浜
倉
庫
社

長
）
。

　

由
美
子
さ
ん
は
五
歳
の
時
に

ジ
ン
臓
鰐
か
発
祠
、
四
十
五
年
、

米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
Ｌ
Ｌ
ク
州
立
大

学
冽
院
で
、
ａ
恵
美
子
さ
ん

（
ｓ
も
の
ジ
ン
臓
を
移
植
し
た
が

拒
娯
反
に
が
出
4
ｒ
四
十
八
竿

に
は
同
大
学
病
呪
で
死
こ
し
た

Ａ
の
ジ
ソ
臓
移
値
を
受
け
允

が
、
失
敗
し
た
。
四
十
二
竿
八

月
以
来
約
十
八
年
に
わ
た
っ
て

ジ
ン
臓
の
人
工
澪
街
か
受
け
、

i
m
し
て
お
o
'
東
京
女
子
医

大
に
よ
^
Ｏ
-
V
J
:
＾
r
^
臓
〈
工
透
析

か
受
け
た
愚
毒
と
し
て
は
世
界

で
一
番
長
く
生
存
し
た
と
い

若
齢
老
齢
年
金
の
有
資
格
者
は
申
請
手
続
き
を

来
年
４
月
か
ら
制
度
廃
止
に

-11 ―

　

年
金
制
慶
の
「
改
正
」
に
と
も
な
い
、
来
年
四
月
か
ら
若
齢
老
齢
年
金
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
来
年
。
二
月
末
ま
で
に
若
齢
老
齢
年
金
の
資
格
を
満
た
す
人
で
障

害
年
金
よ
り
有
利
に
な
る
人
は
、
制
度
が
廃
止
に
な
る
前
、
来
年
。
’
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

若
齢
老
齢
年
金
は
、
①
厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
原
則
と

し
て
二
十
年
以
上
）
を
満
た
し
て
い
る
人
で
、
②
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
り
（
現
に
陣
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
）
、
③
退
職
し
、
ま
た
は
退
職
後
に
陣
害
状
態
に
な
っ
た
と

き
･
　
Ｒ
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
老
齢
年
金
を
受
給
で
き
る
も
の
で
す
。

　

若
齢
老
齢
年
金
は
、
自
動
的
に
受
給
資
格
か
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
受
給
の
申
諦
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
諸
が
１
ヵ
月
遅

れ
る
と
そ
の
分
だ
け
疸
を
し
ま
す
の
で
、
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
＆
は
少

し
で
も
早
く
申
諦
す
る
こ
と
か
だ
い
じ
て
す
。
お
住
ま
い
の
近
く
の
社
会
保
険

事
務
咄
で
既
定
請
求
Ｉ
を
も
ら
っ
て
、
申
請
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
・
つ
。
。

　

i
T
全
腎
協
』
第
七
九
９
で
お
知
ら
せ
し
た
庫
生
年
金
・
障
害
年
金
の
事
後
殴

症
の
手
続
き
も
旱
目
に
提
出
し
ま
し
ょ
．
Ｉ
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・４

－
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∃
ｊ
回
昌
ヨ
ヨ

ブ
ん

●●

ｌｌ

蒔
即

応
吊

Ｆ
人

岐
罹

ぼ

　

』

１ｎ
月

恵
爪
一

･憚

一
一
一

｀
″

・●

・●

ダ

販
売
開
始
は
来
春
か
ら

　

臓
器
移
植
榎
の
拒
拍
況
６
か
抑
制
す
る
特
効
薬
･
u
し
て
一

昨
年
、
欧
米
で
認
可
脊
れ
た
化
學
物
質
「
サ
イ
ク
ロ
ス
ボ
リ

ン
」
が
、
日
本
で
も
米
番
か
ら
眼
充
‘
”
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

既
に
厚
生
宍
‥
の
中
央
″
｀
亭
番
議
会
の
誘
最
会
で
八
月
に
哭
質

ｓ
な
審
査
ｉ
^
'
ｖ
Ｔ
　
i
r
月
末
の
同
医
薬
品
符
別
＾
＜
j
t
＊
j
a
ｖ
j

十
月
、
同
常
任
部
会
で
正
式
承
認
の
遭
ｆ
ｃ
>
＼
)
な
っ
た
た
め
で
、

十
月
に
予
定
m
e
る
厚
生
省
の
脳
死
判
定
基
準
の
公
表
ｔ
持

っ
て
本
栖
化
が
予
雁
脊
れ
る
日
本
の
臓
器
移
臓
は
、
Ｃ
れ
に

よ
‐
大
き
ぐ
促
進
さ
れ
そ
７
だ
。

　

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
は
土
敏

中
の
カ
ビ
の
一
ｍ
か
ら
見
つ
か

っ
た
化
学
初
質
。
こ
れ
夕
閲
発

　

サ
イ
ク
ロ
ス
ボ
リ
ン

　

ー
九

仙
い
唯
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
土
度
中

０
カ
ビ
の
一
臍
？
ｈ
呑
汀
一
き
れ

J
-
J
化
孚
｀
’
‥
ｎ
。
屁
采
の
免
ａ
励

叫
刑
に
比
べ
て
拒
肥
Ｓ
‐
ぶ
瘤

'
^
'
;
■
.
c
*
｡
･
＞
:
ａ
(
？
f
;
i
f
!
■
く
i
-
ｉ
Ｋ
-
'
v
-
L
-
*
*
-
'

ひ
泳
…
ｙ
Ｓ
躊
み
０
免
疫
励

じ
゛
ス
イ
ス
の
サ
ン
ド
社
の
日

本
子
会
社
サ
ン
ド
薬
品
（
本
社

東
泉
都
ｍ
区
）
が
昨
年
七
Ｅ
-
ｒ
サ

ｉ
朗
則
で
は
鰻
高
と
さ
れ
る
。
現

在
取
充
さ
れ
て
い
る
の
は
Ａ
タ

イ
プ
で
。
ジ
ン
阻
古
、
多
毛
屁

な
ご
り
副
作
用
が
あ
る
た
め
、

さ
ら
に
副
作
用
の
少
な
い
Ｇ
タ

＞
-
ブ
の
開
発
が
４
り
り
れ
て
い

ン
デ
ィ
ミ
ュ
ー
ｙ
」
の
商
乱
名

で
厚
生
省
に
輸
入
*
販
充
の
ｍ

認
申
請
か
狽
出
し
た
。

　

一
薬
の
製
造
、
岫
入
は
中
央

薬
事
笥
旅
会
の
ｍ
査
<
Ｍ
-
符
別
一

阻
会
卜
常
s
ｙ
Ｂ
＜
Ｋ
Ｑ
三
段

ｍ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｓ
で
正
式
承
肥
、

と
な
る
。
実
質
的
な
番

川

一

ａ
ｍ
ｉ
Ａ
よ
る
聞
倉
取
訃
な
ど
畢

前
審
査
と
第
一
関
門
の
調
査

会
。
サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン

月
二
十
六
日
に
謁
竃
会
で
承
認

さ
れ
、
特
別
部
金
。
常
在

を
パ
ス
す
る
の
は
確
実

皿
皿

一

勢
。
最
終
承
認
の
唆
、
有
効
性

な
’
Ｅ
’
夕
霞
瓢
ｔ
な
匡
家
検
定
手

続
き
が
残
４
範
る
た
め
'
　
ａ
t
ハ
瞭

に
輸
入
、
販
死
が
関
始
脊
れ
る

の
は
来
年
三
一
四
月
と
な
る
二

　

サ
冶
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
は
五
十

一
年
サ
ン
ド
社
が
関
発
し
て
以

来
、
副
ジ
ン
皮
震
ホ
ル
モ
ン
、

そ
ム
ー
フ
ン
ｉ
＊
＾
J
3
a
来
の
免
疫
抑

制
剤
に
比
べ
拒
否
反
応
に
対
す

る
高
い
抑
制
効
果
が
Ｉ

れ
、
欧
米
で
は
臓
器
移
値

り
札
と
し
て
祀
り
れ
て

匹

　

国
附
で
も
皿
縁
肴
間
の
i
m

ジ
ｙ
移
植
な
’
Ｅ
渉
莉
用
し
て
サ
ー

イ
ク
ロ
ス
ポ
り
’
ン
の
観
床

が
大
学
岡
院
で
J
t
Ｋ
Ｗ
Ｎ
ｓ
;

果
、
一
年
後
の
生
存
畢
な
ど
に

他
の
免
灰
抑
剛
刑
争
便
っ

凸
と
は
大
き
な
戻
が
見
ら

国
内
の
臓
器
移
晴
間
係
肴

ｔ
ｇ
ｊ
ｇ
雛

七

用
化
タ
ー
ひ
声
が
出
て
い
た
4

B
ａ
＊
Ｑ
６
Ｏ
＾
（
１
９
８
５
＾
）
⑩
ａ
ｉ
ａ
ｍ
（
ａ
’
嘲
ｍ
）

辿
‐

　

宍
斜

　

泌
い

　

珊
で

　

徊
３

　

一
方
'
　
Ｂ
Ｅ
の
臓
器
移
惜
は

四
士
m
、
和
田
寿
郎
元
札
幌

医
大
教
授
が
行
っ
た
心
臓
移
姐

が
殺
人
罪
の
告
発
（
不
起
訴
処

分
）
夕
受
け
て
以
粟
。
心
臓
移

砥
が
傘
箇
的
に
ス
ト
ッ
プ
す
る

な
ｉ
｀
米
に
比
べ
大
声
７
χ
立
ち

Ｂ
t
Ｃ
で
い
る
。
し
か
Ｌ
干
月
。

　

「
扁
死
に
閲
す
る
研
究
班
」
が

公
表
か
予
定
し
て
い
る
新
た
な

脳
死
判
定
≪
≪
'
l
l
>
l
t
l
＆
つ
て
活
発

化
ｆ
又
肴
幼
に
あ
る
。
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